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石岡精三

(1996a) r現代ギリシャ語における Focalization-Wh-MovementとLD(RD)との

関連からーその lJ 長岡技術科学大学『言語・人文科学論集~ 10，3ト56.
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。i.PlTσoヲ， φBllJOTTOplllOXPぜ05'. 作家紹介を含む.

qtυ 
n
h
u
 



捜片道枝

(1996)訳:アレッサンドラ・パパドプールー「おばあちゃん」

『エーゲ海学会誌~ 10， pp. 98-10 1. 

+A.OαTTa80πo仙ou，H yWyla. 作家紹介を含む.
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( 1996a) ヨルゴス・セフェリス作『パントゥム 浜辺のひと夜 ~ J 

『エポスJl16， pp.51-62. +nφpyoヲエ吋印ηヲ， OANTOi・M.訳・解説を含む.

(1996b) rシングルウ通りJ Wエーゲ海学会誌~ 10， pp. 52-53. 

。セフェりス「シングルウ通り、 1930年」部分訳を含む.

篠田ー士

(1957) W世界の子ども~ 11、南ヨーロッパ篇(秋田雨雀監修)pp. 181-206，平

凡社 。ギリシャの子どもの作文 19編を所収.
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(1985)訳:ヤンニス・クツォヘラス「ヒロシマ」私家版 +YannisCoutsoheras， 

Hiroshima. JAPAN TTh伍S(1984年 5月23日)に関連記事.

( 1996)訳:イヨルゴス・セオトカス『アルゴー・魔人』

講談社出版サービスセンター・nφpyoヲθEOTOKaヲ.AρyρKatTOL1atμOVIO. 
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橘孝司
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(1996) I追悼、エーゲ海の詩人、 O.エリティスJWエーゲ海学会誌~ 10， pp.55-56. 
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納戸セキコ

(1996)訳:民話「四個のたまご」

『エーゲ海学会誌~ 10， pp. 102-104. + T' auya. 

芳賀重徳

(1996)訳 Wアレクサンデル大王の誕生と勝手1]/ナポリの主席司祭レオ』

近代文華社 ・ビザンツ版「アレクサンドロス物語」の解説を含む.

東千尋

(1996)訳:ヤニス・リッツォス「廃嘘の教会J

『エーゲ海学会誌~ 10， pp. 108. +r. PlTσoヲ，EPTJI11K1I EKKAησla. 
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(1995) I現代ギリシャの諺J W世界ことわざ大事典』大修館書庖(柴田武、谷

川俊太郎、矢川澄子編)
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(1996a) 1現代ギリシャ語J W外国語がわかる~ (やわらかアカデミズム「学問
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(1996) Wオリーブの木 パラマス詩抄』舷燈社 +1オリーブの木J 1ニケ」

「約束の指輪やさしくおだやかな二つの小さな眼どこであった

かぼくは見つけたJ r欲しかった水J rゆるぎなき大地Jr冬の夜明け」

「妻にJ rオリンピック賛歌J r窓に向かいあうJ rただひとりJ rパ

トラスJ rミソロンギJ rアテネギリシャ出現神々の死」

「帰宅J 1洪水J 1気まぐれと本心J 1農民の家J 1ジプシーの娘J 1提

琴奏者パタリア頒J 1一つの生活J 1花嫁J 1苦悩J 1アナトリアJ 1犬

とジャッカルと鶏鬼火J 1ポプラの木パラよJ 1ぼくの内部に

口をあけたJ 1生まれざる歌のかずかずジャスミンの花J 1かわい

いアテネ娘J 1二つの眼J 1喜びにあふれる美しい新月J 1それはJ1糸
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『エーゲ海学会誌~ 10， pp. 90-97. 

4・A.rrαπα8Lα凶ν8T]S'，X;ρtσTOψoμ0，nanipaσァoσTTiTI. 作家紹介を含む.
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